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日本南アルプス維管束フロラの解析的研究（三）

H. UEMATsu• : On the Formative Elements of the 

Vascular Flora of the Southern Japanese Alps { 3) 

イチョウ， ウルップソウなどは分布していない。

風に関しては， 高山頂に分布するシラペ(Abies veitcJu."i) , コメツガ(Tsuga diver -

sifo加）． カラマツ(Larix leptolepis)等の東にかたよった枝ぷりによっても， 西風がつ

よいことがわかる。

現在の植物分布を決定しているおもな要因は． 気温． 湿度， 降水塁， 積雪蓋をはじめと

する気候的因子である。

南アルプスの植抽の中には． 上記の気候的条件の影響をうけて， 分布範囲や限界がきめ

られているものがある。筆者はこのような分布をするものを， ここで気候的要素と呼ぷこ

ととした。

この要索は． 等者が既に報告したキタダケソウ． タカネマンテマ．ヒメスミレサイシン，

ハシドイ． ホザキッキヌキソウ， ッキヌキソウ， フジザクラなどの地史的要素とはちがっ

たフロラ構成要索となる。

気候的要索として指摘できるものは． ー殷に暖帯林や温帯林の構成分子になっているも

のが多い。 そして地史的要素のものと異なり．

(1)連続的分布をしている。

(2) 同一地域に個体数が多い。

(3)気温や降水葺などによって分布限界がはっきり限定される。

などの特徴がある。

一般に常緑広葉樹であるクスノキ科(Lauraceae)のものは， 西南方の亜熱帯や暖帯に

起源のあるものであり． 反対に針葉樹は北方に起源をもつものである(SUZUKI T. 1963)。

ここでは， 気候的要索として指摘しやす<. 南方起源と思われる暖帯林と温帯林のもの

についてだけ記してみたい。 したがって． 北方系と言われる針葉樹を主とする亜寒帯林や

寒帯林についてまでは， 気候的要素であることを指摘しにくいこともあってふれないこと
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